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1．は じめに

　中学校理科にお ける 「化合」の 単元学習で は，

鉄 と硫黄の 化合実験が 取 り扱われる。こ の 実験

で は化合だ けで なく，生成物に塩 酸を加 え，反

応前後の 性 質の違 い も確認する 。 しか し，確認

の 際に発生する硫化水素は ， 有毒な気体で ある

ため，安全性 の確保が重要な課題で ある。現行

の 中学校学習指導要領解説 1）
にお い て ，

「実験

室内の 換気に十分注意す る こ と」 と記載 されて

い るが ，実際には生徒が体調不良を訴えた事例

等 も度 々 報告 されて い る。

　本研究では ， 硫化水素 の 確認が中学校理科 の

必須 の 学習課 題 で ある こ とを ふ ま え
， 安全 に硫

化水素を確認 で き るよ うに，こ れ ま で 行 っ て き

た銅 の 酸化 ・酸化銅 の 還元実験
2 ）

を基 に ，
マ イ

ク ロ ス ケ
ール 実験に よる教材開発を行 っ た。ま

た ， 実験時間の短縮及び，2 人 1 組に よる実験

の個別化を 目指 した 。

2．実験教材に つ い て

  鉄 と硫黄の 化合実験

　開発 した鉄 と硫黄の 化

合実験の 器具 を図 1 に示

す 。 硫黄粉末（0．03g ）とス

チ
ー

ル ウール （0．05g ）を

入れ た ミ ニ 試 験 管（φ 1

cm ）を支持具（ク リ ッ プ と

ビ ニ ル 被覆銅線 を使 用）

で 固定 した。また 自作 し
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 図 1 実験器具 の 全体図
た ミニ ア ル コ ー

ル ラ ン プ

に よ り，ミニ 試験管の底

部を加熱 し，
ス チ

ール ウ
ール と硫黄粉末 の変化の

様子 を観察した 。 尚 ， 加

熱に よっ て発生する有毒

な二 酸化硫黄の 拡散を防

ぐた め，脱脂綿で ミニ 試

験管の 口 に栓をし た。
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 図 2 塩酸 との 反応 の 様子

  塩酸との 反応実験

た（図 2）。 硫化水素の 腐卵臭を確認 した ら ， すぐ

に ミニ 試験管に水 を加 えて反応 を抑 え，口 をシ

リコ ン栓 で封 じた 。

3．実験結果

　実験  では ， 試薬量

を通常実験の約 1／20 に

削減 したが ，ス チ
ー

ル

ウー
ル が赤熱 し硫化鉄

に変化す る様子 を約 1

分後に観察す る こ とが

可能にな っ た（図 3）。
　実験  で は，塩酸 の 　　 図 3 赤熱 の 様子

濃度を薄 め
，

また塩酸 と反応 させ る硫化鉄の 量

も削減す る こ とで ， 低濃度 で安全 に硫化水素を

確認する こ とが可 能にな っ た 。

　尚，気体検知器（測定上限濃度 6ppm ）で 測定 し

た硫化水素の 濃度の 比較 を表 1 に示す 。

　　　　表 1 硫化水素の 濃度の 比較

濃度（ppm ）　　 試 験管 の 口真上 1cm

通 常実験 測定限界（6ppm ）越 え

本実験 1ppm

4．ま とめ と今後の課題

　本教材 を用い て ， 鉄 と硫黄 の 化合実験 を行 う

こ とで ，少ない 試薬量で短時間に 実験が可能に

な っ た。また，硫化水素の確認実験も試薬量 の

削減 ， 確認後に シ リコ ン 栓で ミニ 試験管の 口 を

封 じ る方法に よ り，発生濃度を低 く抑え，安全

に行 うこ とが可能に な っ た 。

　今後の 課題 と し て は ，中学校で 授業実践 を行

い ，教材 の 安全性や有用性，発生 する硫化水素

濃度に っ い て さ らに 検討 し て い きた い 。
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